










要約:日本の遺伝相談の普及に資するため、遺伝サービス住所録を用い遺伝相談または出生

前診断の担当者 672(米国 370、その他48国 302)にアンケート調査を行い、４９%の回答を

得た。遺伝相談実施者は米、英、加などで、医師の他、Genetic Counselor 専門家が担当

しており、専門家育成が重要と思われた。出生前診断が先進諸国で急速に普及しており、

出生前診断と遺伝相談の連結が重要である。米、英、他で出生前の遺伝子診断の普及の兆

しが見えており、施設間、施設一研究者間のネットワークが重要と考えられた。 


